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(57)【要約】
【課題】電子機器と電源コードアセンブリの接続状態を
便利に管理することができる技術を提供する。
【解決手段】当該電源コードアセンブリは、電源コード
と、前記電源コードの一端に設置され、電源コンセント
に結合される電源コードプラグと、前記電源コードの他
端に設置され、頂部および底部の端面にはそれぞれ給電
接点が設置され、電子機器の送電アセンブリに結合され
る場合、頂部又は底部の給電接点が前記送電アセンブリ
における送電接点と接触して、前記電子機器へ電力を供
給する電源コードベースと、を含むことができる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源コードと、
　前記電源コードの一端に設置され、電源コンセントに結合される電源コードプラグと、
　前記電源コードの他端に設置され、頂部および底部の端面にそれぞれ給電接点が設置さ
れ、電子機器の送電アセンブリに結合される場合、頂部又は底部の給電接点が前記送電ア
センブリにおける送電接点と接触して、前記電子機器へ電力を供給する電源コードベース
と、
　を含むことを特徴とする電源コードアセンブリ。
【請求項２】
　前記電源コードベースの頂部又は底部のいずれか一つの端面には、前記電源コードベー
スと前記送電アセンブリとが互いに固定されるように、前記送電アセンブリの接続結合構
造に結合可能な接続構造が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の電源コード
アセンブリ。
【請求項３】
　前記接続構造は、前記いずれか一つの端面に設置された磁気構造であり、前記いずれか
一つの端面と前記送電アセンブリが結合される場合、前記磁気構造と前記接続結合構造は
磁気吸着方式によって固定されることを特徴とする請求項２に記載の電源コードアセンブ
リ。
【請求項４】
　前記接続構造と前記接続結合構造はほぞ結合方式によって固定されることを特徴とする
請求項２に記載の電源コードアセンブリ。
【請求項５】
　前記給電接点の垂直方向の投影は所定の長さの扇形リングであり、当該扇形リングに対
応する円心は前記給電接点が位置している端面の中心であることを特徴とする請求項１に
記載の電源コードアセンブリ。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の電源コードアセンブリが結合される電子機器であって
、
　内蔵電池と、
　送電接点を含む送電アセンブリと、
　を含み、
　前記送電アセンブリは、電源コードアセンブリの電源コードベースと結合される場合、
前記送電接点が前記電源コードベースの頂部又は底部端面の給電接点と接触することで、
前記電源コードアセンブリが前記送電アセンブリへ電力を供給するようにさせ、
　前記送電アセンブリには、さらに、前記送電アセンブリと前記電源コードベースとが互
いに固定されるように、前記電源コードベースの頂部又は底部のいずれかの端面における
接続構造に結合可能な接続結合構造が設置されていることを特徴とする電子機器。
【請求項７】
　前記接続結合構造と前記接続構造は磁気吸着方式によって接続されることを特徴とする
請求項６に記載の電子機器。
【請求項８】
　前記接続結合構造と前記接続構造はほぞ結合方式によって接続されることを特徴とする
請求項６に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記送電接点の垂直方向の投影は所定の長さの扇形リングであり、当該扇形リングに対
応する円心は前記電源コードベースに対応する結合端面の中心であることを特徴とする請
求項６に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記電子機器構造の底部は内側へ凹んで前記電源コードベースと結合する収容スペース



(3) JP 2017-522687 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

を形成し、前記送電アセンブリは前記収容スペースの頂部端面に設置されていることを特
徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記電子機器は扇風機であることを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項１２】
　請求項１～５のいずれかに記載の電源コードアセンブリに結合される電子機器であって
、
　内蔵電池と、
　送電接点および接続結合構造を含み、前記電源コードアセンブリの電源コードベースに
結合可能な送電アセンブリと、
　を備え、
　前記電子機器が吸着モードに設定された場合、前記接続結合構造が前記電源コードベー
スの頂部又は底部のいずれか一つの端面の接続構造に結合されて、前記送電アセンブリと
前記電源コードベースとを固定させ、且つ、前記送電接点が前記いずれか一つの端面の給
電接点と接触して、前記電源コードアセンブリが前記送電アセンブリへ電力を供給するよ
うにさせ、
　前記電子機器が接触モードに設定された場合、前記送電アセンブリが前記電源コードベ
ースの他の端面と接触して、前記送電アセンブリと前記電源コードベースとの間の非固定
式結合を実現し、前記送電接点が前記いずれか一つの端面の給電接点と接触して、前記電
源コードアセンブリが前記送電アセンブリへ電力を供給するようにさせる
　ことを特徴とする電子機器。

　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、出願番号が２０１５１０２８２６８７．７であり、出願日が２０１５年５月２
８日である中国特許出願に基づいて提出され、当該中国特許出願の優先権を主張し、当該
中国特許出願の全ての内容を参考としてここに引用する。
　本発明は電子機器の技術分野に関し、特に電源コードアセンブリ及び電子機器に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器は、日常生活においてますます幅広く応用されている。例えば、扇風機は、モ
ーターによって羽根を駆動して回転させることで、空気を流通させ、ユーザに涼しさを感
じさせることができるため、日常生活に欠かせない家電である。電子機器は、通常、１本
の電源コードを備え、当該電源コードを室内にある商用電圧のコンセントに差し込むこと
により、電力供給を実現することができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、かかる技術に存在する不備を解決するために、電源コードアセンブリ及び電
子機器を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の実施例の第１態様によれば、
　電源コードと、
　上記電源コードの一端に設置され、電源コンセントに結合される電源コードプラグと、
　上記電源コードの他端に設置され、頂部および底部の端面にそれぞれ給電接点が設置さ
れ、電子機器の送電アセンブリに結合される場合、頂部又は底部の給電接点が上記送電ア
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センブリにおける送電接点と接触して、上記電子機器へ電力を供給する電源コードベース
と、
　を含む電源コードアセンブリを提供する。
【０００５】
　上記電源コードベースの頂部又は底部のいずれか一つの端面には、上記電源コードベー
スと上記送電アセンブリとが互いに固定されるように、上記送電アセンブリの接続結合構
造に結合可能な接続構造が設けられていることが好ましい。
【０００６】
　上記接続構造は、上記いずれか一つの端面に設置された磁気構造であり、上記いずれか
一つの端面と上記送電アセンブリが結合される場合、上記磁気構造と上記接続結合構造は
磁気吸着方式によって固定されることが好ましい。
　上記接続構造と上記接続結合構造はほぞ結合方式によって固定されることが好ましい。
【０００７】
　上記給電接点の垂直方向の投影は所定の長さの扇形リングであり、当該扇形リングに対
応する円心は上記給電接点が位置している端面の中心であることが好ましい。
【０００８】
　本発明の実施例の第２態様によれば、上記いずれかの実施例に記載の電源コードアセン
ブリに結合される電子機器を提供する。該電子機器は、
　内蔵電池と、
　送電接点を含む送電アセンブリと、
　を含み、
　上記送電アセンブリは、電源コードアセンブリの電源コードベースと結合される場合、
上記送電接点が上記電源コードベースの頂部又は底部端面の給電接点と接触することで、
上記電源コードアセンブリが上記送電アセンブリへ電力を供給するようにさせ、
　上記送電アセンブリには、さらに、上記送電アセンブリと上記電源コードベースとが互
いに固定されるように、上記電源コードベースの頂部又は底部のいずれかの端面における
接続構造に結合可能な接続結合構造が設置されている。
【０００９】
　上記接続結合構造と上記接続構造は磁気吸着方式によって接続されることが好ましい。
　上記接続結合構造と上記接続構造はほぞ結合方式によって接続されることが好ましい。
【００１０】
　上記送電接点の垂直方向の投影は所定の長さの扇形リングであり、当該扇形リングに対
応する円心は上記電源コードベースに対応する結合端面の中心であることが好ましい。
【００１１】
　上記電子機器構造の底部は内側へ凹んで上記電源コードベースと結合する収容スペース
を形成し、上記送電アセンブリは上記収容スペースの頂部端面に設置されていることが好
ましい。
　上記電子機器は扇風機であることが好ましい。
【００１２】
　本発明の実施例の第３態様によれば、上記いずれかの実施例に記載の電源コードアセン
ブリに結合される電子機器を提供する。該電子機器は、
　内蔵電池と、
　送電接点および接続結合構造を含み、上記電源コードアセンブリの電源コードベースに
結合可能な送電アセンブリと、
　を備え、
　上記電子機器が吸着モードに設定された場合、上記接続結合構造が上記電源コードベー
スの頂部又は底部のいずれか一つの端面の接続構造に結合されて、上記送電アセンブリと
上記電源コードベースとを固定させ、且つ、上記送電接点が上記いずれか一つの端面の給
電接点と接触して、上記電源コードアセンブリが上記送電アセンブリへ電力を供給するよ
うにさせ、
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　上記電子機器が接触モードに設定された場合、上記送電アセンブリが上記電源コードベ
ースの他の端面と接触して、上記送電アセンブリと上記電源コードベースとの間の非固定
式結合を実現し、上記送電接点が上記いずれか一つの端面の給電接点と接触して、上記電
源コードアセンブリが上記送電アセンブリへ電力を供給するようにさせる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の実施例による技術案は、下記のような好適な効果をもたらすことができる。
　上記の実施例から分かるように、本発明は、電源コードアセンブリにおける電源コード
ベースの両面にいずれも給電接点を設置することで、電子機器が電源コードベースにおけ
る接続構造が設置されていない端面と結合される場合、電子機器と電源コードベースとの
装着と取り外しを容易に実現させることができ、電子機器が電源コードベースにおける接
続構造が設置されている端面と結合される場合、電子機器と電源コードベースを密着させ
ることができ、電子機器が意外に分離されてパワーダウンすることを回避できる。
　ここで理解すべきことは、以上の一般的な説明と後述の詳細な説明は例示的且つ解釈的
なものに過ぎず、本発明を限定するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　ここの図面は明細書に含まれて本明細書の一部を構成し、本発明に適合する実施例を示
し、明細書と共に本発明の原理を解釈するのに用いられる。
【図１】かかる技術における扇風機の構造を示す図である。
【図２】本発明の一つの例示的な実施例による電源コードアセンブリの構造を示す図であ
る。
【図３】本発明の一つの例示的な実施例による扇風機構造の底部の構造を示す図である。
【図４】本発明の一つの例示的な実施例による扇風機構造と電源コードアセンブリとが分
離された状態を示す図である。
【図５】本発明の一つの例示的な実施例による扇風機構造の背部の構造を示す図である。
【図６】本発明の一つの例示的な実施例による他の電源コードアセンブリの構造を示す図
である。
【図７】本発明の一つの例示的な実施例による他の扇風機構造の底部の構造を示す図であ
る。
【図８】本発明の一つの例示的な実施例によるもう一つの電源コードアセンブリの構造を
示す図である。
【図９】本発明の一つの例示的な実施例による電源コードアセンブリと扇風機構造とが結
合された状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　ここで、例示的な実施例について詳しく説明し、その実例を図面に示す。下記の説明が
図面に関わる場合、別途な説明がない限り、異なる図面における同じ数字は同一又は類似
した要素を表示する。以下の例示的な実施例に記載される実施形態は本発明と一致する全
ての実施形態を代表するわけではない。逆に、それらは添付の特許請求の範囲に詳細に記
載された本発明の一部の態様と一致する装置および方法の例に過ぎない。
【００１６】
　ここで理解すべきことは、本発明の技術案はすべてのタイプの電子機器に応用すること
ができ、本発明はそれに対して特に限定しない。説明の便宜上、以下の実施例においては
「扇風機」又は「扇風機構造」を例とし、「電子機器」の例を挙げる。
【００１７】
　図１はかかる技術における扇風機の構造を示す図であり、図１に示すように、かかる技
術における扇風機は扇風機構造１と電源コードアセンブリ２を含むことができる。電源コ
ードアセンブリ２が直接に扇風機構造１、例えば図１に示す扇風機構造１の背面の底部に
接続された場合、該電源コードアセンブリ２の電源コードプラグをコンセントに差し込ん
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だ後、すぐ扇風機構造１へ電力を供給することができる。これによって、扇風機構造２の
羽根を駆動して回転させることができる。
【００１８】
　しかしながら、電源コードアセンブリ２が扇風機構造１に直接的に接続されているため
、扇風機の使用範囲は電源コードアセンブリ２の長さとコンセントの位置により制限され
る。
【００１９】
　したがって、本発明は扇風機の構造を改善することにより、かかる技術に存在する上記
の技術的課題を解決する。以下、図面に合わせて、本発明に基づく実施例を説明する。
【００２０】
　本発明は扇風機構造１と電源コードアセンブリ２とをそれぞれ改善した。以下、当該２
つの部分についてそれぞれ説明する。
【００２１】
　図２は、本発明の一例示的な実施例による電源コードアセンブリの構造を示す図である
。図２に示すように、当該電源コードアセンブリ２は、
　電源コード２１と、
　前記電源コード２１の一端に設置され、電源コンセント（図示せず）に結合される電源
コードプラグ２２と、
　前記電源コード２１の他端に設置され、頂部と底部の端面にそれぞれ給電接点２３Ａが
設置されている電源コードベース２３と、を含むことができる。例えば、図２は電源コー
ドベース２３の頂部の端面２３１を示すと仮定した場合、当該頂部端面２３１には給電接
点２３Ａが設けられている。
【００２２】
　本発明の技術案では、電源コードアセンブリ２と扇風機構造１とは互いに分離されてい
る。図３に示すように、図２に示す電源コードアセンブリ２に対応して、扇風機構造１は
、
　内蔵電池１１と、
　送電接点１２Ａを含む送電アセンブリ１２と、を備えることができる。
【００２３】
　前記送電アセンブリ１２と電源コードアセンブリ２の電源コードベース２３とが結合さ
れた場合、例えば、前記送電接点１２Ａと前記電源コードベース２３の頂部又は底部の端
面における給電接点２３Ａとが接触することで、前記電源コードアセンブリ２が前記送電
アセンブリ１２へ電力を供給するようにさせる。
【００２４】
　本実施例において、扇風機構造１は実質的には２種類の異なる給電方式を使うことがで
きる。
【００２５】
　１つ目は、扇風機構造１と電源コードアセンブリ２（即ち、送電アセンブリ１２と電源
コードアセンブリ２）とが結合される時、例えば、扇風機構造１を電源コードベース２３
の上に置くことにより、給電接点２３Ａと送電接点１２Ａを互いに接触させた場合、電源
コードアセンブリ２を介して扇風機構造１へ電力を供給することができる。
【００２６】
　二つ目は、電源コードアセンブリ２の使用範囲を超えた場合、図４に示すように、ユー
ザは、直接的に扇風機構造１と電源コードアセンブリ２を分離させることができ、扇風機
構造１が内蔵電池１１に切り替えられ、扇風機構造１が内臓電池１の電力によって駆動さ
れて回転され、電源コードアセンブリ２の使用範囲に制限されない。
【００２７】
　ここで説明すべきことは、
　１．接点
　例示的な一実施形態として、電源コードアセンブリ２と扇風機構造１との間では接触式



(7) JP 2017-522687 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

給電を採用し、電源コードアセンブリ２には図２に示す給電接点２３Ａが設けられ、扇風
機構造１には図３に示す送電接点１２Ａが設けられている。該構造は、扇風機構造１と電
源コードアセンブリ２の間の装着および取り外しの時の抵抗を減少するのに有利であり、
ユーザに両者をより容易に装着又は取り外すことができるようにさせる。例えば、ユーザ
は、直立状態で、直接に、電源コードアセンブリ２に接続された扇風機構造１を持ち上げ
るか、或いは扇風機構造１を電源コードアセンブリ２の電源コードベース２３に置くこと
ができ、腰を曲げて両者の結合部を検査したり、手動で装着又は取り外しを行う必要がな
い。
【００２８】
　給電接点２３Ａと送電接点１２Ａとの間の接触を確保するために、給電接点２３Ａは頂
部又は底部の端面から突出して形成され、給電接点２３Ａの断面は円弧状を呈し、即ち、
図２に示す「半球形」の立体構造であり、これに対応して、送電接点１２Ａは図３に示す
金属シート、即ち、シート状の構造を採用することができる。
【００２９】
　勿論、接触式給電に対し、給電接点２３Ａ、送電接点１２Ａの形状は例示的なものであ
り、本発明はその具体的な形式を限定しない。電源コードアセンブリ２と扇風機構造１は
非接触式給電形式を採用することもできることは勿論であり、本発明はそれに対して限定
しない。
【００３０】
　２．送電アセンブリ１２
　例示的な一実施形態として、図５に示すように、扇風機構造１の底部は内側へ（図５に
おける上方）凹んで電源コードベース２３と結合する収容スペース１Ａを形成し、送電ア
センブリ１２（送電接点１２Ａなどを含む）が該収容スペース１Ａの頂部端面に設置され
る。該実施例において、電源コードアセンブリ２と扇風機構造１とが結合される時、電源
コードベース２３は当該収容スペース１Ａに収納され、電源コードベース２３に対する「
隠蔽」を実現することができ、両者がかかる技術と同様に一体に接続され、給電接点２３
Ａに対して意図的な位置合せをしなくても、収容スペース１Ａの制限によって、給電接点
２３Ａと送電接点１２Ａとが正確且つ効果的な接触を実現することができる。
【００３１】
　勿論、上記の構造は例示的なものであり、本発明はそれに制限されない。例えば、他の
例示的な実施形態において、送電アセンブリ１２を直接的に扇風機構造１の底部に設置す
ることも可能である。この場合、扇風機構造１を直接的に電源コードベース２３の上面に
置くことにより、両者の結合を実現することができる。
【００３２】
　図６は本発明の例示的な一実施例による他の電源コードアセンブリの構造を示す図であ
り、図６に示すように、図２に示す実施例をもとに、電源コードアセンブリ２は、さらに
　電源コードベース２３の頂部又は底部のいずれか１つの端面に設置された接続構造２３
Ｂを含むことができる。
【００３３】
　説明の便宜上、ここで、図６が底部端面２３２を示し、接続構造２３Ｂが当該底部端面
２３２に位置すると仮定する。即ち、図２に示す頂部端面２３１には給電接点２３Ａのみ
が設置されているが、図６に示す底部端面２３２には給電接点２３Ａと接続構造２３Ｂが
設置されている。
【００３４】
　図６に示す電源コードアセンブリ２に対応して、図７は、他の例示的な実施例による扇
風機構造１を示す。図３に示す実施例をもとに、当該扇風機構造１の送電アセンブリ１２
は、さらに接続結合構造１２Ｂを含むことができる。
【００３５】
　扇風機構造１と電源コードアセンブリ２とが結合された場合、接続構造２３Ｂと接続結
合構造１２Ｂとが結合することにより、送電アセンブリ１２と電源コードベース２３を固
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定させることができる。
【００３６】
　本実施例において、接続構造２３Ｂと接続結合構造１２Ｂとの結合により、送電アセン
ブリ１２と電源コードベース２３を固定させることで、扇風機構造１と電源コードアセン
ブリ２との間が不用意に分離されることなく、意外に蹴られること等による扇風機構造１
のパワーダウンを回避することができる。
【００３７】
　上記実施例から分かるように、本開示の技術案において、電源コードアセンブリ２にお
ける電源コードベース２３の両面給電構造によって、以下の２種類の給電モードを実現す
ることができる。
【００３８】
　吸着モードを採用する場合、電源コードベース２３は底部端面２３２（例えば、接続構
造２３Ｂを含む端面）を介して扇風機構造１の送電構造１２に結合され、扇風機構造１と
電源コードアセンブリ２は確実に装着、接続および固定され、ユーザの不用意による扇風
機構造１のパワーダウンを回避することができる。
【００３９】
　接触モードを採用する場合、電源コードベース２３は頂部端面２３１（例えば、接続構
造２３Ｂを含まない端面）を介して扇風機構造１の送電構造１２に結合される。この時、
頂部端面２３１と送電構造１２は表面のみが接触され、実際的には、接続および固定され
ておらず、依然として分離された２つの構造であるため、ユーザに扇風機構造１と電源コ
ードアセンブリ２を容易に取り外し又は装着させることができ、ユーザの操作を簡単化す
るのに有利である。
【００４０】
　接続構造２３Ｂと接続結合構造１２Ｂは、様々な方式で結合されることができる。例示
的な一実施例として、接続構造２３Ｂと接続結合構造１２Ｂは磁気吸着方式を採用して接
続されることができる。例えば、接続構造２３Ｂが磁気物質（例えば、磁石）であり、接
続結合構造１２Ｂが磁気物質又は磁気物質に吸着可能な物質（例えば、鉄、ニッケルなど
の金属）である。他の例示的な実施例として、接続構造２３Ｂと接続結合構造１２Ｂはほ
ぞ結合方式を採用して接続されることができる。例えば、係合、差込による接続などであ
る。勿論、いずれの形態の接続方式であっても、本発明の技術案に応用することができ、
本発明は接続方式を特に限定しない。
【００４１】
　また、以上の実施例において、電源コードベース２３が直方体であることを例として、
電源コードアセンブリ２と扇風機構造１との結合について説明したが、電源コードベース
２３が図８に示す円柱構造を採用した場合、電源コードベース２３が回転する可能性があ
るため、給電接点２３Ａと送電接点１２Ａとの接触結合に影響を与え、双方の接点の位置
に対する要求が高まる。そのため、電源コードベース２３が回転可能な形状であるという
特徴に対し、給電接点２３Ａ又は送電接点１２Ａのうちのいずれかに対して形状の改善を
行うことができる。以下、給電接点２３Ａを例とし、図８を合わせて説明する。
【００４２】
　図８に示すように、給電接点２３Ａは、垂直方向の投影が所定の長さの扇形リングであ
り、当該扇形リングに対応する円心２３２Ａが当該給電接点２３Ａが位置している端面２
３２の中心になるように配置される。例えば、当該端面２３２が円形である場合、「中心
」は当該端面２３２の円心である。
【００４３】
　図９に示すように、図８に示す給電接点２３Ａの形状に基づき、電源コードベース２３
と扇風機構造１とが結合されるとき、端面２３２における送電接点１２Ａの垂直投影が直
線ａに位置し、当該投影が給電接点２３Ａの垂直投影内に位置すると仮定する。即ち、両
者は互いに接触して給電を実現することができる。電源コードベース２３と扇風機構造１
との間に相対回転が発生した場合、給電接点２３Ａが扇形リング状であるため、端面２３
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電接点２３Ａの垂直投影内に位置するため、両者は依然として互いに接触し、給電を実現
することができる。これにより、上記構造は、ある程度で、電源コードベース２３と扇風
機構造１とが結合する時に発生する角度の誤差および回転のニーズを満たすことができる
。
【００４４】
　同様に、送電接点１２Ａの形状も改善して、その垂直投影を所定の長さの扇形リングに
し、当該扇形リングに対応する円心を電源コードベース２３に対応する結合端面の中心（
当該「結合端面」は、扇風機構造１の底面において、電源コードベース２３の垂直投影と
対応する領域である）にさせることができる。これによっても、電源コードベース２３と
扇風機構造１とが結合する時の角度の誤差および回転のニーズを満たすことができる。こ
こで繰り返した説明は省略する。
【００４５】
　当業者であれば、明細書を参考し、ここに開示された発明を実現した後、本発明の他の
実施態様を容易に想到できる。本願は、本発明の如何なる変形、用途又は適応的な変化を
含むものであり、これらの変形、用途又は適応的な変化は本発明の一般的な原理を満たす
ものであり、本発明の開示されていない当該技術分野における周知の知識又は慣用の技術
手段を含む。明細書および実施例は例示的なものに過ぎず、本発明の実際の範囲および精
神は下記の請求項により限定される。
【００４６】
　ここで理解すべきことは、本発明は上記に説明され、且つ図面に示された正確な構造に
限定されず、その範囲を逸脱しない限り様々な修正や変更を行うことができる。本発明の
範囲は添付した請求項のみにより限定される。
　

【図１】

【図２】

【図３】
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【図７】

【図８】

【図９】
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